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章末資料 7-1：防災復興学習型 WSの開催内容 

 

【防災復興学習型WS 第 1回WSプログラム】 

■テーマ：【命を守る】自宅・地域における災害リスクを知る 

■WSの進行 

 １．地震・津波による被害のおそろしさを理解する【学習】 

 ２．自宅の津波被害や土砂災害等の危険性を確認する【ワーク】 

 ３．地域に起こりうる災害と事前に準備しておくべきことを考える【ワーク】 

 

 

 

 

①

津波から逃げる

発災直後
〜約40分発災

②

救助を待つ

１～７日

③

避難所等で生活

～２、３ヵ月

④

仮設住宅等で生活

⑤

生活を取り戻す

～２年 それ以降

WS１

【命を守る】
○自宅・地域における災
害リスクを知る

WS２

【命を守る】
○避難路の阻害要因や緊急避難場
所の課題と対策を考える

WS３

【生活再建／復興まちづくり】
○指定避難所や応急仮設住宅等での生活を
考える

WS４

【生活再建／復興まちづくり】
○住宅再建・まちづくりについ
て考える

【命を守る】

自宅・地域における災害リスクを知る

（１）第１回ワークショップ

テーマ

【学習内容】
○地震・津波による被害のおそろしさを理解する
・南海トラフ地震の被害想定
・動画（東日本大震災の様相等）の視聴

南海トラフ巨大地震の特徴
強烈な揺れ ＋ 津波 ＋ 土砂災害

阪神淡路大震災

死者の８割が
建物倒壊による圧死、窒息死

東日本大震災

死者の９割が
津波による溺死

＋

南海トラフ地震の特徴

南海トラフ巨大地震の震度 津波浸水及び土砂災害
東日本大震災の様相（動画）

【命を守る】

自宅・地域における災害リスクを知る

（１）第１回ワークショップ

テーマ

【ワーク】
○自宅の津波被害や土砂災害等の危険性を確認する
・白地図に以下の情報を記入
✓ 自宅の位置
✓ 津波浸水想定区域、土砂災害警戒区域等

・自宅の浸水深・津波到達時間、土砂災害の危険性の有無等を確認

○地域に起こりうる災害と事前に準備しておくべきことを考える
・地域で起こりうる災害を想像し、その対策についてグループ討議
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【防災復興学習型WS 第 2回WSプログラム】 

■テーマ：【命を守る】避難路の阻害要因や緊急避難場所の課題と対策を考える 

■WSの進行 

 １．第１回 WS の振り返り 

 ２．自宅から避難場所までの経路の確認【ワーク】 

 ３．近所の避難行動要支援者等の確認【ワーク】 

 ４．避難時の阻害要因の確認【ワーク】 

 ５．指定緊急避難場所での一定期間の滞在の必要性【学習】 

 ６．指定緊急避難場所での課題や対策等の確認【ワーク】 

 

 

 

①
津波から逃げる

発災直後
〜約40分発災

②
救助を待つ

１～７日

③
避難所等で生活

～２、３ヵ月

④
仮設住宅等で生活

⑤
生活を取り戻す

～２年 それ以降

WS１

【命を守る】
○自宅・地域における災
害リスクを知る

WS２

【命を守る】
○避難路の阻害要因や緊急避難場
所の課題と対策を考える

WS３

【生活再建／復興まちづくり】
○指定避難所や応急仮設住宅等での生活を
考える

WS４

【生活再建／復興まちづくり】
○住宅再建・まちづくりについ
て考える

【命を守る】

避難路の阻害要因や緊急避難場所の課題と対策を考える

（２）第２回ワークショップ

テーマ

【学習内容】

○安全かつ速やかな避難のために必要なことを理
解する

・第１回ＷＳの意見も参考にしながら、避難路が
閉塞した場合の避難シミュレーション結果

➡ 自宅等の津波浸水までは、ある程度の時間
がある（約40分）ものの、避難路の閉塞等
が生じると被害を受ける可能性があること
を理解

➡ 複数の避難場所・避難経路等を想定してお
くことが重要であることの理解

○避難した後に一時的な滞在が必要となることの
理解

・津波は繰り返し襲来すること

・孤立の危険性（土砂災害等による道路の閉塞）

➡ 津波の収束や孤立の解消まで津波避難場所
等での滞在が必要であることの理解

避難シミュレーション

避難場所での一時的な滞在

救助を待つ

①
津波から
逃げる

発災直後
〜3時間発災

②
救助を待つ

１～７日

救助を受ける

グループ名：よもだ
俵津３区、４区

・食料や水の不足が懸念。

・市での保存食の確保。

自宅

避難所

老人ホーム等

要配慮者

阻害要因

凡例

解決策課題

避難場所が危険地帯

・ガス欠で移動ができなくな
る。

・常に車のガソリンを満タン
にしておく。・冬場の寒さ対策が必要。

・風雨や気温低下による体力
消耗が懸念。

・テント(風除け付き）
・毛布の準備

・トイレ等の不足が懸念。

・防災リュックの中身は通常
３日分。

・持出しリュックの中身を各
自で１週間分入れる。

・ライフラインの破損。

・発電機の確保。
・簡易水の確保に向けた検討。

一定期間の滞在場所の確保

・一定の期間滞在する避難場
所等の確保が必要。

・みかん倉庫の借り上げを想
定しておく。

けが人や病人への対応

・けが人や病人が発生した場
合の対応を検討しておく必
要あり。

・救急用品の常備。
・服用する薬の持ち出しの徹
底を図る。

・病院、薬局との連携を検討
する。

・自力で動けない人の運搬。

・担架やリヤカー、または担
架に使える毛布や長い棒の
準備。

照明器具の確保

・夜間活動時の照明の確保が
必要。

・発電機や投光器、オイル式
ランタンや手回しライト等
を準備する。

危険箇所

橋の崩落

神木・社殿
の倒壊老人ホーム：40人～50人

→避難方法を決めておく
必要あり

避難経路

空き家の倒壊

上甲 2人

宇都宮小石？

上甲 1人

橋の崩落

中村

山下

木崎

黒田

尾下

黒田権作
中村祐一
木崎真近
山下重政

俵津地区事前復興ワークショップ 第２回

備蓄の充実

避難所の確保

・避難所がない。
・移動手段を決めておく必要
がある。

・宇和町の避難所の活用を想
定して検討する。

自分たちで危険箇所・避難場所
を判断する必要あり

俵津保育所の避難方法
を決めておく必要あり

【命を守る】

避難路の阻害要因や緊急避難場所の課題と対策を考える

（２）第２回ワークショップ

テーマ

【ワーク】

○自宅と避難場所の位置、避難経路の確認と阻害
要因等を把握する

・白地図に以下の情報を記入

✓ 自宅と避難場所の位置

✓ 避難経路

✓ 近所の要配慮者

・避難時の支障となる要因（橋、老朽化した空き
家、ブロック塀等）やその対策についてグルー
プ討議

○緊急避難場所の課題と対策を考える

・緊急避難場所での一定期間滞在を想定し、緊急
避難場所の課題とその対策についてグループ討
議
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【防災復興学習型WS 第 3回WSプログラム】 

■テーマ：【被災後の生活再建，地域の復興】避難所や応急仮設住宅等での生活を考える 

■WSの進行 

 １．第２回 WS の振り返り【学習】 

 ２．対策を支援する補助事業等【学習】 

 ３．地域の魅力（思い出や守りたいもの）の再確認【ワーク】 

 ４．無事に避難できた後に我々が直面すること（復興までのプロセス）【学習】 

 ５．生活再建（生活を取り戻したい）の場所を考える【ワーク】 

 ６．復興プロセスに応じた生活の場を考える【ワーク】 

 

 

 

①
津波から逃げる

発災直後
〜約40分発災

②
救助を待つ

１～７日

③
避難所等で生活

～２、３ヵ月

④
仮設住宅等で生活

⑤
生活を取り戻す

～２年 それ以降

WS１

【命を守る】
○自宅・地域における災
害リスクを知る

WS２

【命を守る】
○避難路の阻害要因や緊急避難場
所の課題と対策を考える

WS３

【生活再建／復興まちづくり】
○指定避難所や応急仮設住宅等での生活を
考える

WS４

【生活再建／復興まちづくり】
○住宅再建・まちづくりについ
て考える

【被災後の生活再建、地域の復興】

避難所や応急仮設住宅等での生活を考える

（３）第３回ワークショップ

テーマ

【学習内容】

○無事に避難できた。その後に我々が直面することを
理解する

・地震・津波から命を守った後の再建までの流れ（①
津波から逃げる→②救助を待つ→③避難所等で生活
→④応急仮設住宅等で生活→⑤生活を取り戻す）

・それぞれのプロセスにおいて行動・選択しなくては
ならないこと

○避難所や応急仮設住宅での生活を理解する

・避難所や応急仮設住宅の制度の仕組み

・避難所や応急仮設住宅での生活の状況

①
津波から
逃げる

発災直後
〜3時間発災

②
救助を待つ

１～７日

③
避難所等
で生活

～２、３ヵ月【③避難所等で生活】

指定避難所

（一時的に）

ホテル・宿泊
施設等

（家が無事なら）

自宅に戻る

家族や親戚の
家

■まちの状況
・津波によって、まちが壊滅的な被害を受
け、当初は、津波漂流物等によって、家
に近づくことも難しい状態。

・少しずつ、がれき等の撤去が進んでいる。
■家の状況
・津波によって多くの家が流されている。
・一部の残っている家には、様々な漂流物
が堆積している。

■その他
・低地にある園地等も大きな被害を受けて
いる。

・海岸沿いの堤防等の多くは破損している。

避難期の状況

①
津波から
逃げる

発災直後
〜3時間発災

②
救助を待つ

１～７日

③
避難所等
で生活

～２、３ヵ月

④
仮設住宅等
で生活

～２年仮設住宅で生活する

■生活再建にむけて
考えられる問題

・慣れない場所での生活
・仕事はどうする？畑は？
・移動の手段は？

平成30年７月豪雨災害の応急仮設住宅（左：岩木地区、中：明間地区、右：野村地区）

東日本大震災における応急仮設住宅

発災から自宅の再建までの流れ

指
定
緊
急
避
難
場
所
等

①
津波から
逃げる

発災直後
〜3時間発災

②
救助を待つ

１～７日

③
避難所等
で生活

～２、３ヵ月

④
仮設住宅等
で生活

⑤
生活を
取り戻す

～２年 それ以降

避
難

（
命
を
守
る
た
め
の
行
動
）

指定避難所

（一時的に）

ホテル・宿泊
施設等

（家が無事なら）

自宅に戻る

応急仮設住宅
（建設型）

家族の家等

（家が無事なら又は
応急修理して）

自宅に戻る

賃貸住宅、市
営住宅等

（みなし仮設含む）

住宅を再建（地区内）

家族の家等
（地区内、地区外）

災害公営住宅（地区内）

（家が無事なら又は応急修理して）

自宅に戻る

家族の家等

3

住宅を再建、賃貸住宅
（地区外）

発災から自宅の再建までの流れ

応急仮設住宅での生活指定避難所での生活

単身用 １ＤＫ
（約19.8㎡）

小家族用２～３人用 ２DK
（約29.7㎡）

大家族用４人以上 ３K
（約39.6㎡）

参照：一般社団法人プレハブ建築協会HP

仮設住宅で生活する
・仮設住宅の標準的な間取り

①
津波から
逃げる

発災直後
〜3時間発災

②
救助を待つ

１～７日

③
避難所等
で生活

～２、３ヵ月

④
仮設住宅等
で生活

～２年

応急仮設住宅
（建設型）

家族や親戚の
家

（家が無事なら又は
応急修理して）

自宅に戻る

賃貸住宅、市
営住宅等

（みなし仮設含む）

■応急仮設住宅以外は考えられますか？
➡頼れる家族や親せき等はいませんか？
➡自らアパート等を借りることは考えられますか？

【被災後の生活再建、地域の復興】

避難所や応急仮設住宅等での生活を考える

（３）第３回ワークショップ

テーマ

【ワーク】
○地区の魅力を再確認する
・俵津地区の「思い出」や「災害が起きても守りたいもの」
→地区内での生活再建を想定する理由等を再確認させる

○生活を取り戻したい場所を考える
・生活を取り戻したい場所（地区内での再建or地区外への流
出等）やその理由について、個人の意見を整理したうえで
グループ討議

１）どの場所で
生活を取り戻す？

２）その場所を選んだ理由

【再建期】
「どこ」で生活
を取り戻す？

２年～

住宅を再建（地区内）

家族や親戚の家
（地区内）

災害公営住宅（地区内）

住宅を再建、賃貸住宅
（地区外）

家族や親戚の家
（地区外）

それはどこですか？

それはどこですか？

ご氏名

③
避難所等で生活

～２、３ヵ月

④
仮設住宅等で生活

⑤
生活を取り戻す

～２年 それ以降

応急仮設住宅
（建設型）

家族の家等

賃貸住宅、市
営住宅等

（みなし仮設含む）

指定避難所

（一時的に）

ホテル・宿泊
施設等

家族の家等

住宅を再建
（地区内）

家族の家等
（地区内）

災害公営住宅
（地区内）

住宅を再建、賃貸住宅
（地区外）

指
定
緊
急
避
難
場
所
等

避
難

（
命
を
守
る
た
め
の
行
動
）

①津波から逃げる
②救助を待つ

５

１

８

４

５

４

８

２

１

０

家族の家等
（地区外）

３

俵津 ３
明浜町 １
西予市(宇和町など) －
県内(松山市など) －

発
災

俵津 ３
明浜町 －
西予市(宇和町など) ２
県内(松山市など) ー

俵津 ー
明浜町 ー
西予市(宇和町など) ２
県内(松山市など) ２

俵津 ６
明浜町 １
西予市(宇和町など) ４
県内(松山市など) ２

合
計

浸水想定区域

【野福峠】
・野福峠の景色
・桜並木

【海】
・海の風景

【明浜小学校・中学校】
・町民運動会・仮装行列

俵津地区で
残しておきたいもの

【景観】
・海と山のバランス
・ミカン畑、段々畑

【文化・祭り】
・地域の行事（祭り、運
動会等）

【コミュニティ】
・向こう三軒両隣の付き
合い→共助につながる

・親戚付き合い
・年寄りの知恵

【天満神社】
・神社のお祭り
・亥の子などの行事

【祭り】
・祇園祭り、地域の夏祭
りの夜店

・牛鬼の鉢合わせ

【ホタル】
・ホタルを育てている

【井伊旅館・宮崎旅館】
・祝い事やお客

【俵津保育所】
・子どものためにも

【俵津文楽会館】
・俵津文楽は子どもの楽しみ
・郷土芸能

【俵津地区で残しておきたいもの】第３回ＷＳ結果から

○復興のプロセスに応じた生活の場を考える
・生活の再建を見据えて、それぞれのプロセス（避難期や復興期）に応じた生活の場所等につ
いて、個人の意見を整理したうえでグループ討議
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【防災復興学習型WS 第 4回WSプログラム】 

■テーマ：【被災後の生活再建，地域の復興】住宅再建・まちづくりについて考える 

■WSの進行 

 １．第３回 WS の振り返り【学習】 

 ２．生活再建への支援【学習】 

 ３．復興時における住まいの場を考える【ワーク】 

 ４．仕事の再建のあり方を考える【ワーク】 

 ５．地域の宝を守るために必要なことを考える【ワーク】 

 

 

 

 

①
津波から逃げる

発災直後
〜約40分発災

②
救助を待つ

１～７日

③
避難所等で生活

～２、３ヵ月

④
仮設住宅等で生活

⑤
生活を取り戻す

～２年 それ以降

WS１

【命を守る】
○自宅・地域における災
害リスクを知る

WS２

【命を守る】
○避難路の阻害要因や緊急避難場
所の課題と対策を考える

WS３

【生活再建／復興まちづくり】
○指定避難所や応急仮設住宅等での生活を
考える

WS４

【生活再建／復興まちづくり】
○住宅再建・まちづくりについ
て考える

【被災後の生活再建、地域の復興】

住宅再建・まちづくりについて考える

（４）第４回ワークショップ

テーマ

【学習内容】

○生活再建への支援を知る

・「被災者生活再建支援制度」等の支援制度

・いずれにしても被災した後の生活再建への自己負担は大
きいことから、自己防衛（地震保険への加入等）が重要

○復興まちづくりで検討しなくてはならないことを知る

・東日本大震災等の復興まちづくりの事例

・住宅・公共施設等の高台移転やかさ上げ、災害公営住宅
の整備、堤防整備等

・生活再建における資金面の不安をかかえる
意見が多くみられた。

■生活再建への支援の概要

①
津波から
逃げる

発災直後
〜3時間発災

②
救助を待つ

１～７日

③
避難所等
で生活

～２、３ヵ月

④
仮設住宅等
で生活

～２年

⑤
生活を
取り戻す

それ以降

◇被災者生活再建支援制度

・災害により居住する住宅が全壊するなど、生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対
して支援金（被災者生活再建支援制度）が支給される。支給額は、「住宅の被害の
程度」と「住宅の再建方法」によって決定される。なお、支援金の使途は限定され
ないので、何に使用しても良い。

基礎支援金（住宅の被害の程度）

全壊、解体、長期避難 100万円

大規模半壊 50万円

加算支援金（住宅の再建方法）

建設・購入 200万円

補修 100万円

賃借（公営住宅を除く） 50万円

合計

100～300万円

世帯人員が１人の場合は、
各該当欄の金額の3/4の額

※生活再建における他の支援としては、災害義援金・災害支援金、有利な融資を受けられるといった支援制度等が
ある。東日本大震災では、自治体独自の支援（住宅の取得費用や利子補給への補助等）を行った市町村もある。

※住宅の再建に関する費用負担は大きいことから、地震保険への加入（火災保険とセットでの契約が必要）等が大
きな支えとなる。
【地震保険の保険料の目安】木造住宅で保険金額1000万円の場合、年間保険料は22,000円程度。保険金額は火災保険の30～50％の範囲で設定

するといった条件あり。損害の程度によって支払われる保険金が決定される。

防潮堤を整備して
津波被害の低減

津波のおそれがある
区域は、居住を制限安全な高台を整備

し居住地を確保

地盤をかさ上げして、居住
地や商業地等として活用

【東日本大震災の復興の事例では】
安全な高台（又はかさ上げ）の確保による居住地の確保

参照：岩手県山田町復興計画に加筆

安全な高台の整備事例
（宮古市：平成27年１月）

安全な高台の整備事例
（山田町：平成27年１月）

【東日本大震災の復興の事例では】
石巻市雄勝地域中心部（伊勢畑地区）の復興デザインイメージパース

公共施設
総合支所、消防署

復興公営集合住宅
１Ｆ：集会所、郵便局

海釣り公園

市民農園

観光案内所

伝統産業館

商業・業務エリア

海の駅

メモリアルパーク

住宅地

震災前（2003年8月）

震災６ケ月後（2011年8月）

出展：「津波震災前・後の記録」 河北新報出版センター

生活再建への支援制度

東日本大震災の復興まちづくりの事例

【被災後の生活再建、地域の復興】

住宅再建・まちづくりについて考える

（４）第４回ワークショップ

テーマ

【ワーク】
○復興時における「住まいの場」を想像する
・自宅が被災を受けたと仮定して、住まいの再建を図る際に、津波リスク（L1津波とL２津
波）をどこまで受容できるかの確認

・津波リスクに対する受容の意見を踏まえたうえで、地区における住まいの再建の場について
グループ討議

リスクの大きさ パターンＡ パターンＢ パターンＣ

100年に１回程度

津波被害の可能性あり

○

受容できる

×

受容できない

×

受容できない

1000年に１回程度

津波被害の可能性あり

○

受容できる

○

受容できる

×

受容できない

回答者数 １ 人 ３ 人 １ 人

選んだ理由

第４回 俵津地区ワークショップ

グループ名 よもだ・ぽんかん・新田オレンジ

ワーク（１） 復興時における「住まいの場」を想像してみよう

１）どこまでの災害を想定して考える？

安政南海地震クラスの
津波浸水想定区域

★

★

★

★

★

★★

２）住まいの場所は？

・南海トラフ連動地震は
1000年に1回

・南海トラフ単独地震は
100年に1回
⇒だから受容できる

・1000年に1回ぐらいは
どこにいても大きな災
害みたいなことは起き
るのでは？

・日本に住居がある以上、
大災害は避けられない。

・100年以上の大災害は
遭いたくない。

・自然災害は避けられな
いが、せめて自分の生
きている内には災害に
遭いたくない。

・積み上げてきたものが
なくなるから。

・同じようなことの繰り
返しはしたくない。

・比較的被害が少なそう。
1000年に1回⇒2~4ｍ
100年に1回⇒~1ｍ

・今、住んでいる場所は
前に川があり、自然
が豊か(ウナギ、川エ
ビ、ホタル)

・住み慣れた場所で過ご
したい(少しのかさ上
げで対応できそう）。

・家族の所有地が高台に
ある。

・山には断層があり、
引っ越しするのは？

・神社の上には住めない。

ワーク（３） 大切なものを津波からどう守る

４）俵津地区の大切なものを津波から守る（取り戻す）ためには？

第４回 俵津地区ワークショップ

グループ名 よもだ・ぽんかん・新田オレンジ

ワーク（２） 復興まちづくりの姿を想像してみよう

３）生計はどうやって立てますか？

①今の仕事か、

新しい仕事か？
②その仕事は？

③立て直すため、または新しく始めるために

必要なこと？

あ
な
た
自
身
の
生
計

【今の仕事】

【新しい仕事】

・みかん農業

・クリーニング業

・園地復旧(再編復興が
良い。）

・水没した機械の修理

・豪雨で壊されたみかん
畑を建て直した（平成
30年７月豪雨）

・年金

・仕事があるところへ通
う（宇和町や宇和島）。

・働く場があれば明浜町
内でも可

・特になし

・農業（親戚の手伝い） ・山崩れの場合は造成す
る。

俵津の宝 ①どのように守る（取り戻す）？ ②今の段階からできることは？

【景観や自然】
・野福峠の桜
・峠から見る自然、景
観

・保存会が中心となっ
て活動する。

・防潮堤の整備等は、
被害を受ける実感が
あまりないので、必
要か否か判断できな
い。

【お祭り・行事】
・夏祭り、秋祭り
・過去にあった仮装行
列などの行事

・新たな倉庫に道具を
保管する（津波被害
のない高山民族資料
館へ）

・子どもが参加するプ
ログラム構成にする。

・神社、お寺は津波の
被害を受けないこと
から道具等を移して
おく。

・子どもの流出を減ら
す（子どもが残れる
まちづくり）

○生活のため「生計をたてる方
法」を考える

・生活再建のための仕事のあり方、
仕事を続けるために必要な支援
等についてグループ討議

○地域の宝を守るための事前復興
まちづくり

・第３回ＷＳで意見をいただいた
「地域の宝」を守るための取組
や事前にできる対策についてグ
ループ討議


